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№55臨時号

ＥＳＤの推進が、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成につながります

全世界が取り組むことによって「誰も取り残されない」世界を
実現しようという壮大なチャレンジです。

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは、発展途上国のみならず
先進国自身も取り組む2016年から2030年までの国際的な目標
で、持続可能な世界を実現するための１７のゴール・１６９
のターゲットから構成されています。

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）17の目標

目標１ 貧困をなくそう
目標２ 飢餓をゼロに

★目標３ 全ての人に健康と福祉を
★目標４ 質の高い教育をみんなに
目標５ ジェンダー平等を実現しよう
目標６ 安全な水とトイレを世界中に

★目標７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに
目標８ 働きがいも経済成長も
目標９ 産業と技術革新の基盤をつくろう
目標10 人や国の不平等をなくそう

★目標11 住み続けられるまちづくりを
★目標12 つくる責任つかう責任
★目標13 気候変動に具体的な対策を
★目標14 海の豊かさを守ろう
★目標15 陸の豊かさを守ろう
★目標16 平和と公正をすべての人に
★目標17 パートナーシップで目標を達成しよう

教育が全ての
ＳＤＧｓの基礎

大牟田版ＳＤＧｓ

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、国際的な目標ですので各国や
各地域の実態に応じた取組が求められます。そこで、大牟田市の実
態に応じて、１０の目標（★印）を重点的に取り組む目標として選
びました。さらに、各学校では、自校や地域の実態や特色に応じて
目標を重点化することが大切です。

８月２３日の「ユネスコスクール・ＥＳＤ研修会」で、国連広報センター広報官よりＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
講話をしていただきました。その後、先生方からＥＳＤとＳＤＧｓの関係についての質問が寄せられましたので、今回、ＥＳＤと
ＳＤＧｓについて臨時号を作成しました。

ＥＳＤは持続可能な社会の担い手づくりを通じて、17全ての目標
の達成に貢献するものです。ＥＳＤをより一層推進することが、
ＳＤＧｓの達成に直接・間接につながっています。


